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平成２９年度 

沖縄県地域限定通訳案内士試験施行要領 

 

平 成 ２ ９ 年 6 月 １ 日 

沖 縄 県 

                        

１ 試験科目 

 （１）筆記（第１次）試験 

   ア 沖縄県の地理（選択方式） 

   イ 沖縄県の歴史（選択方式） 

   ウ 沖縄県の産業、経済、政治及び文化（選択方式） 

   エ 外国語 

     英語（マークシート方式）、中国語・韓国語（記述式とマークシート方式）の 

うち、受験者の選択する１カ国語 

       ※通訳案内士試験（国家試験）と同一の出題とします。 

      ※中国語を受験される方は受験願書申請の際、簡体字か繁体字を選択できます。

       ただし選択後は変更できません。 

 （２）口述（第２次）試験 

     通訳案内の実務（筆記試験で選択した外国語による通訳案内の現場で必要とされる 

コミュニケーションを図るための実践的な能力について判定） 

 

２ 受験資格、試験場所、試験日時及び合格者の発表 

 筆記（第１次）試験 口述（第２次）試験 

  受験資格 

 

年齢、性別、学歴、国籍等に関係なく、

だれでも受験できます。 

筆記（第１次）試験に合格した者(筆

記試験を免除される者を含む） 

  試験場所 

 

沖縄産業支援センター 

 (沖縄県那覇市字小禄1831番地１) 

 

（※注１）試験場所は変更する場合があります。受

験票交付の際に通知しますのでご留意ください。 

（※注２）通訳案内士試験（国家試験）との併願者

は、通訳案内士試験の会場で外国語試験を受験する

こととなります。 

那覇市内 

（試験場所は、筆記（第１次）試験

の合格通知の際に、合格者に通知し

ます。） 

 

 

 

 

  試験日時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 平成２９年８月１９日（土） 

・沖縄県の地理   

     13時20分～14時00分 

・沖縄県の歴史  

     14時20分～15時00分 

・沖縄県の産業、経済、政治及び文化 

       15時20分～16時00分 

 

② 平成２９年８月２０日（日） 

・外国語 10時～12時 

  ※通訳案内士試験と同一日時 

平成２９年１２月１７日（日） 

（試験時間は、筆記（第１次）試験

の合格通知の際に、合格者に通知し

ます。） 

 

 

 

 

 

 

合格発表 平成２９年１１月１０日（金）(予定） 平成２９年１２月２５日（月） 
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  合否通知 

 

 

下記掲示場所において合格者の受験番号を掲示するとともに、受験者全員に結

果等を郵送します。最終合格者には合格証書を交付します。 

※筆記試験合格者及び最終合格者の番号はインターネットでもご案内します。

  合 格 者     

  掲示場所 

沖縄県文化観光スポーツ部観光政策課（沖縄県庁舎８階） 

（那覇市泉崎１丁目２番２号） 

 

３ 受験手続 

 （１）提出書類  

   ア 地域限定通訳案内士試験受験願書（所定のものを使用して下さい。） 

   イ 試験の一部免除を受けようとする方は次の書類 

４の特例（試験の一部免除）の（１）のア～シに該当する書類 

 

 （２）受験願書の受付期間及び申込方法 

   ア 受付期間  

      平成２９年６月１日（木）から平成２９年６月３０日（金）まで 

   イ 申込方法      

（ア）郵送の場合 

封筒の表に「地域限定通訳案内士試験受験願書在中」と朱書きし、「簡易書留」 

扱いで送付してください。 

       平成２９年６月３０日（金）までの消印があるものに限り、受け付けます。 

              ＜送付先＞〒901-0152 沖縄県那覇市字小禄１８３１番地１  

沖縄産業支援センター２階 

                    (一財)沖縄観光コンベンションビューロー 受入事業部 受入推進課 

   （イ）持参の場合 

(一財)沖縄観光コンベンションビューロー受入事業部受入推進課（沖縄産業支援 

センター２階）に直接持参してください。 

      ＜受付時間＞平日の午前９時から午後５時まで（12時から13時までを除く） 

                        土曜日、日曜日は受付しておりません。 

     （注）身体障害者の方が受験を希望する場合は、試験場において補助などを必要と

する場合がありますので、事務局まで必ず申し出て下さい。 

 

 （３）受験手数料 

     受験手数料として、沖縄県収入証紙８,３００円を受験願書の所定の場所に貼付して 

ください。受験手数料は、受理した後は基本的に返還しません。 

   ア 沖縄県収入証紙の購入先 

     沖縄県収入証紙売りさばき所（琉球銀行、沖縄銀行、沖縄海邦銀行、コザ信用金庫

     等）で購入してください。収入印紙ではありませんので、ご注意ください。 

   （購入先はホームページを参照：「沖縄県証紙について」で検索 

     http://www.pref.okinawa.jp/site/suito/kaikei/kokuhi/kensyoushiurisabakisyo.html ） 

 

 （４）受験票の交付 

    ア 受験願書が完備し、かつ、受験手数料を納めた方に対して、８月初旬以降、受験票

     を発送します。 

イ ８月８日になっても受験票が届かない場合は、必ず(一財)沖縄観光コンベンショ 

  ンビューロー受入事業部受入推進課に電話で照会して下さい。電話：098-859-6129 
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４ 特例（試験の一部免除） 

 （１）平成29年度に適用される試験の一部免除は、次のとおりです。  

   ア 平成28年度沖縄県地域限定通訳案内士試験の筆記（第１次）試験に合格し、口述 

   （第２次）試験に不合格または口述（第２次）試験を未受験の者は、平成29年度の筆

   記（第１次）試験（外国語は同一言語のみ）を免除する。 

   イ 沖縄県地域限定通訳案内士試験に合格した者が、他の外国語による試験を受験する

    場合は、外国語以外の科目の筆記（第１次）試験を免除する。 

   ウ 平成28年度沖縄県地域限定通訳案内士試験の筆記（第１次）試験のうち、一部の科

    目について合格基準点に達した者は、平成29年度の当該科目（外国語は同一言語の 

    み）の筆記（第１次）試験を免除する。 

   エ 通訳案内士試験に合格した者が、同一の外国語による沖縄県地域限定通訳案内士試

    験を受験する場合は、外国語の筆記（第１次）試験を免除する。 

オ 平成28年度通訳案内士試験の外国語筆記（第１次）試験について合格基準点に達し

た者が、同一の外国語による沖縄県地域限定通訳案内士試験を受験する場合は、平成 

29年度の外国語の筆記（第１次）試験を免除する。 

   カ 沖縄県以外の地域限定通訳案内士試験に合格した者が、同一の外国語による沖縄県

    地域限定通訳案内士試験を受験する場合は、外国語の筆記（第１次）試験を免除す 

    る。 

   キ 公益財団法人日本英語検定協会が実施する実用英語技能検定の１級に合格した者

が、英語による沖縄県地域限定通訳案内士試験を受験する場合は、外国語（英語に限

る）の筆記（第１次）試験を免除する。 

   ク Ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ Ｔｅｓｔｉｎｇ Ｓｅｒｖｉｃｅが制作するＴＯＥＩＣ

テストの公開テストについて８４０点以上、ＴＯＥＩＣスピーキングテストの公開テ

ストについて１５０点以上又はＴＯＥＩＣライティングテストの公開テストについて

１６０点以上を得た者が、英語による沖縄県地域限定通訳案内士試験を受験する場合

は、外国語（英語に限る）の筆記（第１次）試験を免除する。 

※公式認定証は、日本以外の国が発行したものでも有効です。いずれもIPテストは除きます。 

 IPテストにはInstitutional Programと記載されています。 

   ケ 一般財団法人日本中国語検定協会が実施する中国語検定試験の１級に合格した者

が、中国語による沖縄県地域限定通訳案内士試験を受験する場合は、外国語（中国語

に限る）の筆記（第１次）試験を免除する。 

   コ 中国政府教育部孔子学院总部/国家汉办が制作する漢語水平考試ＨＳＫ６級１８０

点以上（旧ＨＳＫ高等試験９級以上）の資格を有する者が、中国語による沖縄県地

域限定通訳案内士試験を受験する場合は、外国語（中国語に限る）の筆記（第１

次）試験を免除する。 

   サ 特定非営利活動法人ハングル能力検定協会が実施する「ハングル」能力検定試験の

１級に合格した者が、韓国語による沖縄県地域限定通訳案内士試験を受験する場合

は、外国語（韓国語に限る）の筆記（第１次）試験を免除する。 

   シ 国立国際教育院が制作する韓国語能力試験（TOPIK）の６級に合格した者が、韓国語

による沖縄県地域限定通訳案内士試験を受験する場合は、外国語（韓国語に限る）の

筆記（第１次）試験を免除する。 
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（２）免除の手続方法及び受験願書の記入要領 

          上記（１）のア～シまでの免除を受けようとする者は、受験願書に以下によりその

    旨を記載し、特例に該当することを証する書面を必ず添付してください。なお、合格 

        又は受験当時と氏名が変わっている場合には、当時の氏名を記入し、戸籍抄本等氏名 

        の変更を証明する書類を同封してください。 

      ア～カ 上記（１）のア～カの免除を受けようとする者は、受験願書の〔特例〕の欄

に、特例項目の記号及び免除科目の番号に○を付し、「合格番号又は受験番号」及び

「合格年度又は受験年度」欄を記入し、合格基準点に達したことを証する書面又は合

格証書の写しを同封してください。 

キ～シ 上記（１）のキ～シの免除を受けようとする者は、受験願書の〔特例〕の欄

に、特例項目の記号及び免除科目の番号に○を付し、「合格番号又は受験番号」及び

「合格年度又は受験年度」欄を記入し、合格証明書（和文・写し）又は基準点に達し

たことを証する書面の写しを同封してください。 

 

５ 指定テキスト 

（１）筆記（第１次）試験の「沖縄県の地理」、「沖縄県の歴史」、「沖縄県の産業、経

済、政治及び文化」については、「うちなー観光教本（(一財)沖縄観光コンベンション

ビューロー発行第７版(平成２８年６月発行)）」をベースとして出題します。 

（２）テキストの入手方法 

    「うちなー観光教本（第７版）」は、(一財)沖縄観光コンベンションビューロー本社

と(一財)沖縄観光コンベンションビューロー東京事務所、沖縄県内書店にて販売してお

ります。詳しくは(一財)沖縄観光コンベンションビューローのホームページをご覧くだ

さい。  

 http://www.ocvb.or.jp/itemslist/ 

 

  

【通訳案内士試験を併願する方へ】 

  通訳案内士試験を併願する場合、別途、独立行政法人国際観光振興機構に受験手続きを 

 する必要があります。 

  外国語筆記（第１次）試験は、通訳案内士試験の試験会場で受験することになりますの 

 で、間違えのないように注意してください。 

 

 

 

【注 意 事 項】 

 

１ 受験願書等の記入上の注意事項 

（１）受験願書等は、青または黒インク（ボールペン可）を用い、かい書でていねい
．．．．

に記入

して下さい。判読不能な文字等が記入されている場合は、受付できないことがありま

す。（※印の箇所には記入しないこと） 

（２）数字は算用数字を用いて下さい。 

（３）生年月日欄には、西暦（例：１９７２年５月１５日）で記入して下さい。 

（４）本籍・国籍、氏名、生年月日は以下の表に従って記入して下さい。(これらの事項の記

入内容に誤りがあると、沖縄県知事の登録を受けることができない場合があります） 
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 本籍・国籍 氏 名 生年月日 

日本国籍の    

日本在住者 

日本語・都道府県名 

（戸籍のとおり） 

日本語（戸籍のとお

り） 

日本語・西暦（戸籍の

とおり） 

外国籍の    

日本在住者 

 

日本語・国名（外国人

 登録証明書、在留カ

ードのとおり） 

日本語等（外国人登

録証明書、在留カー

ドのとおり） 

日本語・西暦（外国人

 登録証明書、在留カ

ードのとおり） 

日本国籍及び外国

籍の外国在住者 

国名（パスポートのと

おり） 

アルファベット（パ

スポートのとおり） 

日本語・西暦（パス 

ポートのとおり） 

 （５）現住所欄には、日本在住者は住民票、又は外国人登録証明書どおりに（都道府県名も 

    入れること）、外国在住者はパスポートどおりに現住所（国名も）を記入して下さい。 

 （６）受験願書には押印いただくことになっていますが、氏名を自署した場合には押印を 

     省くことができます。 

 （７）受験整理票に通訳案内士試験（国家試験）との併願の有無について必ず記入して下さ

   い。（該当する数字を○で囲んでください。） 

 （８）受験整理票の「受験票送付・合否通知先」欄には必ず日本国内の住所もしくは連絡先 

   を、また「緊急連絡先」欄には日中連絡可能な場所（勤務先等）をご記入下さい。 

（９）中国語を受験される方は、受験外国語記入欄（３ヶ所あります）に記入後、簡体字か 

繁体字のいずれかを○で囲んでください。 

（10）下表を参照の上、受験整理票の最終学歴・職業欄の該当する番号を１つ○で囲んでく 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

番号 学  歴  

 

 

 

 

 

 

番号 職  業 

１ 大学（院）在学         １ 学 生          

２ 大学（院）卒業         ２ 会 社 員          

３ 大学（院）中退         ３ 公務員・団体職員          

４ 短期大学卒業         ４ 教職員及び塾講師          

５ 高 校 卒 業         ５ 翻 訳 ・ 通 訳          

６ そ  の  他         ６ 専 門 職          

           

                                

                                

７ 主 婦          

８ 無 職          

９ そ の 他          

（11）写真票に貼付する写真は、カラーまたは白黒（スピード写真可）、縦５㎝×横５㎝で

   最近６ヶ月以内に撮影した、無帽、上半身、正面、無背景で本人と確認できるもの（受

   験時に眼鏡を使用する者は、眼鏡をかけて撮影したもの）とし、写真の裏に住所、氏名

   を記入して下さい。なお、スナップ写真、写真が不鮮明なもの及び小さいもの等不適当

   なものは受け付けられません。 

（12）以上の記載及び写真等添付資料に不備があった場合、願書が受理できず、返送するこ

とがあります。 

 

２ 受験願書提出後の注意事項 

（１）受験願書に記入された住所などを変更したときは、氏名等を記載し、その都度書面で

その旨を届けて下さい。（住所変更の連絡がないと、受験票や合否通知票が届かない恐

れがあります。） 

（２）受験票が届いた時点で、受験番号が記載されているか、受験外国語、試験を免除され

る科目に誤りがないか確認してください。 

（３）受験票は、筆記（第１次）試験、口述（第２次）試験ともに、試験当日に必要となり
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ます。最終合格発表まで大切に保管してください。 

（４）願書受付場所、試験場及び試験日を変更することがありますので、ご注意下さい。 

（５）試験の得点に関する問合わせにはお答えできません。 

（６）電話による合否の照会にはお答えできません。 

（７）試験及び試験場に関する照会は、(一財)沖縄観光コンベンションビューロー受入事業

部受入推進課へお願いします。試験会場に直接電話等で照会することは、固くお断りい

たします。 

 

３ 試験場での注意事項 

（１）筆記（第１次）試験、口述（第２次）試験とも、試験当日は受験票を必ず所持して下

さい。受験票を所持していない方は受験できません。 

（２）筆記（第１次）試験の（ア）沖縄県の地理、（イ）沖縄県の歴史、（ウ）沖縄県の産

業、経済、政治及び文化は選択方式による試験です。解答の際には、必ず「黒鉛筆

 （ＨＢ、Ｂ）」を使用し、数字は算用数字を用いてはっきりと記入して下さい。 

分かりづらい場合は採点できない場合があります。消しゴムは「プラスチック製の消し

ゴム」を使用して下さい（砂消しゴム不可）。 

  解答用紙の所定欄に受験地、受験番号、氏名等を監督者の指示に従い、記入事項を記

入して下さい。受験番号が正しく記入されていない場合は、採点できません。 

（３）受験票、筆記用具（鉛筆またはシャープペンシル及び消しゴム等）、時計（計時機能

だけのもの）以外の物は、机の上に置いてはいけません。バッグ等にしまっておいて下

さい。なお、携帯電話・ＰＨＳ、モバイル端末など通信機能がある物は、試験室に入る

前に電源を切って下さい。 

（４）試験室に時計がない場合もありますのでご注意下さい。 

（５）試験開始後の試験場への入室は、原則として認めません。 

  

合格後の手続きについて 

 ・試験の最終合格者が沖縄県地域限定通訳案内士の業務を開始するには、沖縄県知事に登録

申請書を提出して登録を受ける必要があります。（登録手数料 ５，１００円） 

 ・外国在住の合格者については、沖縄県在住の代理人を定めて代理人の住所地に登録申請す

ることとなります。この代理人になれるのは、日常的に通訳ガイドとしての手配を行い、又

は登録が行われることを条件に手配を行うことを予定しており、合格者と手配契約（条件付

のものを含む。）を結んでいる者（個人、あるいは法人）です。 

 ・外国在住の合格者が登録申請をする際には、代理人も同伴のうえ、申請してください。 

 ・詳しくは、合格後、沖縄県文化観光スポーツ部観光政策課にお尋ねください。 

 

試験実施の延期または中止について 

 ・台風等の自然災害の発生により、試験実施を延期または中止する場合があります。 

 ・延期となった場合の時間・場所は追って通知します。 

 
「沖縄県地域限定通訳案内士試験」に関する問い合わせ先 

 
  (一財)沖縄観光コンベンションビューロー 受入事業部 受入推進課  
 〒９０１－０１５２ 沖縄県那覇市字小禄１８３１番地１ 沖縄産業支援センター２階 
   電話 ０９８－８５９－６１２９  ／  ＦＡＸ ０９８－８５９－６２２２ 
    沖縄県のホームページでもご案内しています。 

    ＵＲＬ http://www.pref.okinawa.jp/site/bunka-sports/kankoseisaku/index.html 
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 受験願書等記入例  

 P2～P6をよく読んで記入してください。 

 

   例：受験外国語・中国語  ※中国語の受験者は簡体字か繁体字を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  特例（試験の一部免除） 

   例：昨年度英語で受験。筆記（第１次）試験の「沖縄県の地理」と「沖縄県の歴史」が 

    合格点を得たので、今年度はこれら科目の筆記（第１次）試験を免除申請する場合 

         注：申請がないと筆記（第１次）試験の免除は出来ませんのでご注意ください。 

 

 

 

 

                       該当する特例項目に○をつけてください。 

 

                                 筆記試験の免除申請をする科目に○を 

                        つけてください。 

                     

                       受験番号、受験年度を記入してください。 

 

                               受験当時と氏名が変わっている場合は 

                        当時の氏名を記入してください。    
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第1次試験会場へのアクセス 

 

 

◯ 沖縄産業支援センター (沖縄県那覇市字小禄1831番地１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無料駐車場はありますが、満車の場合もありますので、公共交通機関等のご利用をお勧めいたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


